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令和５年生まれの双子ちゃん
みずたに　そらちゃん・りくちゃん（９か月）

朝日町在住の未就学児さんなら誰でも参加できる
【ふれあい広場】で今日も遊びに夢中♪

新庁舎建設について  議会か
ら物申す！

新年度予算　そのポイント
は？新庁舎建設について  議会か
ら物申す！

新年度予算　そのポイント
は？



総事業費の提示

財源の確保

議案番号 結果議　　　　　案　　　　　名

　

　令和６年第１回臨時議会は１月29日に開会し、朝日町手数料徴収条例の一部を改正する条例案、一般会計
補正予算（第６号）が上程され同日に閉会しました。
　その審議結果をお知らせします。

臨 時 議 会 よ り臨 時 議 会 よ り臨 時 議 会 よ り

可決

可決

朝日町手数料徴収条例の一部を改正する条例案

　本籍地以外での戸籍証明書等の交付及び電子証明書提供用識別符号の発行等に関
　する事務が開始されることに伴い、識別符号の発行等に係る手数料を定めるもの。
　・戸籍電子証明書提供用識別符号の発行手数料　４００円／件
　・除籍電子証明書提供用識別符号の発行手数料　７００円／件

令和５年度朝日町一般会計補正予算（第６号）
　【歳入の主な内容】
　　・国庫支出金
　　　（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）　２,０３６万２千円
　　・繰入金
　　　（財政調整基金）　　　　　　　　　　　　　　　 ２２９万７千円

　【歳出の主な内容】
　　・民生費
　　　（給付事業にかかるシステム改修等業務委託料）　 ２１７万円
　　　（物価高騰対応重点支援給付金
　　　　　　　　：令和５年度均等割のみ課税給付）　１,５００万円
　　　（物価高騰対応重点支援給付金：こども加算）　　 ４７５万円
　
　
国の「デフレ完全脱却のための総合経済対策」への対応として、物価高騰の影響が
　大きい低所得世帯に対し、「物価高騰対応重点支援給付金事業」を実施。
　・住民税均等割のみ課税世帯への給付（R５均等割のみ課税給付）１０万円／世帯
　・低所得者の子育て世帯への加算（こども加算）　５万円／児童

議案第１号

議案第２号

新庁舎建設に物
申す

　朝日町議会では、朝日町新庁舎建設整備に関して令和６年１月
16日開催の全員協議会で協議しました。新庁舎の整備については、
町の大きな課題であるとともに、町全体で取り組むべき課題と認
識しており、また、重要な課題であると同時に大きな財政負担を
伴うことから、慎重にかつ緻密な計画をもって議論や説明を重ね
て検討いただくよう令和６年１月24日に議長から町長へ提言書を
提出しました。

提言書はこちらからもご覧になれます⇨
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水谷  正秀 … P.３
　　　◆農業の将来を見据えた地域計画の策定について

　　仲　 義隆 … P.４
　　　　　◆積極果敢な行財政改革で早期の信頼回復を
　　　　　◆ピーファス（PFAS）
　　　　　　　　汚染から町民の健康と生命を守るため
　　　山本順一 … P.５ 
　　　　　　◆社会教育主事の役割と
　　　　　　　　　社会教育行政の推進について
　　　　 𠮷田　 悠 … P.５
　　　　　　　　　◆こども・子育て支援について

本田  麻由 … P.６
　　　◆学校教育・保育の環境整備について 

　　井上  真理 … P.６
　　　　　◆ALTの運用について

　　　 宮本  秀治 … P.７
　　　　　　　◆新型コロナについて

　　　　 北村 　登 … P.７
　　　　　　　　　◆こども・子育て政策の単独事業について

８
人
の
議
員
が
質
問

水谷　正秀 議員
みずたに　　まさひで

農業の将来を見据えた地域計画の策定にについて

議
員　

地
域
計
画
は
ど
の

よ
う
な
方
針
で
策
定
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

将
来
に
わ
た
っ
て

地
域
の
農
業
と
農
地
を
残

し
て
い
く
た
め
、
地
域
の

農
業
者
と
関
係
者
が
話
し

合
う
な
ど
し
て
10
年
後
の

耕
作
者
を
特
定
し
、
耕
作

を
担
う
人
が
経
営
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

進
め
ま
す
。

答　農地の集積・集約を進め農業者が
　　　　　　　経営しやすい環境を整備することです

地域計画策定の目的は地域計画策定の目的は

議
員　

地
域
計
画
策
定
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　

農
地
所
有
者
や
担

い
手
の
意
向
確
認
を
行
い
、

８
月
頃
ま
で
に
農
業
委
員

会
で
目
標
地
図
（
素
案
）

を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
後

素
案
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
農
業
者
や
関
係
者
が
話

し
合
う
な
ど
し
て
令
和
７

年
３
月
を
め
ど
に
目
標
地

図
を
含
め
た
地
域
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

議
員　

地
域
計
画
策
定
の

推
進
体
制
は
ど
の
よ
う
な

構
成
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

協
議
の
場
に
は
認

定
農
業
者
、
農
地
所
有
者
、

農
家
組
合
、
三
重
県
四
日

市
農
林
事
務
所
、
朝
日
町

農
業
委
員
会
、
三
重
県
農

地
中
間
管
理
機
構
、
三
重

北
農
業
協
同
組
合
、
朝
日

町
等
の
参
集
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

※

原
稿
は
質
問
者
が
提
出
し
、
編
集
は

　
広
報
特
別
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

考
え
は
い
か
に

一
般
質
問
と
回
答

一
般
質
問
と
回
答
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※

１　

ピ
ー
フ
ァ
ス…

人
工
的
に
作
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称

※

２　

ピ
ー
フ
ォ
ス
と
ピ
ー
フ
ォ
ア

　
　
　

…

ピ
ー
フ
ァ
ス
の
代
表
的
な
化
学
物
質
で
、
正
式
名
を

　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
、

　
　
　
　

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
と
言
う

※

２

※

１

仲　義隆 議員
なか　　よしたか

「行政は最大のサービス産業」とした行財政改革を「行政は最大のサービス産業」とした行財政改革を

積極果敢な行財政改革で早期の信頼回復を

答　多様化する町民ニーズに的確かつ迅速に対応します

ピーファス（ＰＦＡＳ）汚染から町民の健康と生命を守るため

答　検査の継続と結果を注視します

安全で安心な美味しい水道水の供給を安全で安心な美味しい水道水の供給を

議
員　

ふ
る
さ
と
寄
附
金

や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
た
歳
入
増
を
図
る
べ
く
、

所
轄
課
を
超
え
た
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
を
提

言
す
る
が
。

町
長　

現
時
点
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
で
は

な
く
、
産
業
建
設
課
が
主

体
と
な
り
関
係
課
と
の
連

携
を
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

徹
底
し
た
費
用
対

効
果
の
検
証
と
改
革
・
改

善
に
よ
る
行
政
執
行
で
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
で
あ
る
職
務
や
業
務
の

改
革
・
改
善
の
状
況
は
。

町
長　

昨
年
度
で
11
件
の

改
革
・
改
善
を
し
ま
し
た
。

議
員　

政
策
形
成
能
力
向

上
を
図
る
べ
く
町
独
自
の

取
組
は
。

町
長　

公
務
員
倫
理
の
徹

底
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修

に
よ
る
職
場
環
境
改
善
、

不
当
要
求
対
策
研
修
会
を

全
体
研
修
や
職
場
単
位
で

実
施
し
ま
し
た
。

議
員　

町
民
と
の
協
力
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
各
種
団
体
と
の
フ
ラ

ッ
ト
な
行
政
懇
談
会
の
実

施
や
公
的
施
設
へ
の
意
見

箱
の
設
置
を
、
そ
れ
ぞ
れ

提
言
す
る
が
。

町
長　

各
種
団
体
と
の
懇

談
会
や
意
見
箱
の
設
置
は
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

議
員　

発
が
ん
性
を
始
め

人
体
へ
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
可
能
性
が
あ
る
と
認
定

さ
れ
た
ピ
ー
フ
ァ
ス
の
水

道
水
に
お
け
る
直
近
の
検

査
結
果
の
状
況
は
。

町
長　

年
１
回
の
水
質
検

査
を
実
施
し
て
お
り
、
令

和
２
年
度
・
３
年
度
・
４

年
度
・
５
年
度
、
い
ず
れ

も
水
道
水
質
基
準
の
暫
定

目
標
値
で
あ
る
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

水
道
水
に
含
ま
れ

る
原
因
と
そ
の
予
防
は
。

町
長　

ピ
ー
フ
ァ
ス
の
代

表
的
な
ピ
ー
フ
ォ
ス
と
ピ

ー
フ
ォ
ア
の
特
徴
は
、
水

溶
性
か
つ
不
揮
発
性
の
物

質
で
、
特
に
水
系
に
移
行

し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
地

下
水
か
ら
の
取
水
が
原
因

の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
の
予
防
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
年
１
回

の
検
査
を
継
続
し
、
そ
の

結
果
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。
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山本　順一 議員
やまもと　  じゅんいち

社会教育士を増やす考えは社会教育士を増やす考えは

社会教育主事の役割と社会教育行政の推進について

答　増員することに大きな意義があると考えています

𠮷田　悠 議員
よし だ　　  ゆう

こども・子育て支援について

答　職員による自己評価を実施し、
　　　　　　　　満足度の高い結果になっています

あさひ園の職場環境の充実をあさひ園の職場環境の充実を

議
員　

社
会
教
育
行
政
の

課
題
は
。

教
育
長　

予
算
不
足
と
資

源
の
不
均
衡
、
地
域
ご
と

に
求
め
ら
れ
る
社
会
教
育

の
内
容
や
形
式
・
環
境
が

異
な
る
た
め
、
一
律
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
対
応
で
き

ず
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
、
多
様
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
と
い

っ
た
地
域
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
と
柔
軟
性
が
必
要
不
可

欠
と
い
う
大
変
さ
、
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ソ
ー

ス
を
活
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
っ
た
情
報
技
術
の

進
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

議
員　

社
会
教
育
主
事
へ

期
待
す
る
こ
と
は
。

教
育
長　

多
岐
に
わ
た
っ

た
役
割
を
踏
ま
え
、
朝
日

町
の
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
そ
れ

を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供
な
ど
、
地
域
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
、
朝
日
特

有
の
価
値
を
理
解
し
反
映

さ
せ
て
、
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

議
員　

来
年
度
よ
り
、
こ

ど
も
家
庭
庁
に
お
け
る

４
・
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
76

年
ぶ
り
の
保
育
士
の
配
置

基
準
の
見
直
し
が
あ
り
ま

し
た
。
朝
日
町
に
お
け
る

来
年
度
以
降
の
対
応
は
。

町
長　

今
後
、
国
か
ら
改

正
基
準
の
通
知
が
な
さ
れ

る
見
込
み
で
す
の
で
、
改

正
内
容
を
確
認
の
う
え
、

適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

議
員　

あ
さ
ひ
園
の
、
母

親
の
出
産
時
に
お
け
る
産

前
産
後
の
保
育
の
利
用
期

間
の
延
長
を
検
討
し
ま
せ

ん
か
。

町
長　

産
前
産
後
の
保
育

の
利
用
は
、「
朝
日
町
保
育

の
必
要
性
の
認
定
に
関
す

る
条
例
」
に
お
い
て
、
保

育
の
必
要
性
の
基
準
と
し

て「
妊
娠
中
で
あ
る
か
、ま

た
は
出
産
後
間
が
な
い
こ

と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
利
用
期
間
は
、
労
働

基
準
法
に
定
め
ら
れ
た
就

業
制
限
期
間
で
あ
る
産
前

６
週
間
、
産
後
８
週
間
よ

り
も
長
い
産
前
３
か
月
、

産
後
３
か
月
と
設
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
現
時
点
で

は
現
行
の
利
用
期
間
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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※

あさひ園ＩＣＴ化の内容はあさひ園ＩＣＴ化の内容は

学校教育・保育の環境整備について

本田　麻由 議員
ほん だ　　   ま　ゆ

答　登降園や欠席連絡、保護者への連絡配信、
　　　　教育・保育記録の電子化などを考えています

ＡＬＴの運用について

答　民間事業者に委託しています

ＡＬＴの選任はＡＬＴの選任は

議
員　

令
和
６
年
度
よ
り

あ
さ
ひ
園
に
お
い
て
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

町
長　

園
児
の
登
降
園
や

欠
席
連
絡
、
保
護
者
へ
の

連
絡
配
信
、
教
育
・
保
育

記
録
の
電
子
化
を
基
本
と

考
え
、
園
児
の
午
睡
チ
ェ

ッ
ク
や
写
真
販
売
、
職
員

の
出
退
勤
や
シ
フ
ト
管
理

と
い
っ
た
機
能
も
考
え
て

い
ま
す
。

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長　

朝
の
電
話
対
応
の

軽
減
が
見
込
ま
れ
、
園
児

の
記
録
や
お
便
り
な
ど
が

電
子
化
さ
れ
る
こ
と
で
時

間
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
よ

り
園
児
に
か
か
わ
る
時
間

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

小
学
校
ト
イ
レ
改

修
を
見
合
わ
せ
た
理
由
は
。

教
育
長　

「
朝
日
町
財
政

改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
実
施
年
度
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
た
め
で
す
。

議
員　

中
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
を
終
え
、
経
費
の
節

減
な
ど
の
効
果
は
。

教
育
長　

上
下
水
道
料
金

と
も
減
少
し
て
お
り
、
管

理
経
費
を
抑
え
る
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
選
任
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
ま

す
か
。

教
育
長　

平
成
25
年
に
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
平
成

26
年
４
月
よ
り
民
間
事
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

議
員　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業
内

容
に
つ
い
て
具
体
的
に
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

教
員
と
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
で
、
主
に
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
活
動
を
担
っ
て
い
ま

す
。

議
員　

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
他
の
教

員
と
の
連
携
や
協
力
体
制

は
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て

い
ま
す
か
。

教
育
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
決
ま

っ
た
時
間
に
打
合
せ
を
行

う
こ
と
が
難
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
休
み
時

間
等
を
利
用
し
て
授
業
の

計
画
や
共
通
の
目
標
設
定

を
打
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

議
員　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
教
育
効

果
や
成
果
を
評
価
す
る
た

め
の
手
法
や
指
標
は
あ
り

ま
す
か
。

教
育
長　

直
接
的
に
評
価

す
る
手
法
や
指
標
は
あ
り

ま
せ
ん
が
教
員
等
が
評
価

し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
委
託

契
約
会
社
か
ら
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
定
期
的
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
対
し
て
指
導
助

言
し
、
担
当
教
員
に
も
還

流
し
て
い
ま
す
。

井上　真理 議員
いのうえ　　 ま　り

※プロポーザル・・・
　　専門的な業務を発注する上で、
　　最も適した提案者を選定する方式
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問題となるような副反応はありましたか問題となるような副反応はありましたか

新型コロナについて

答　国の救済措置を伴う事例が１件ありました

１０００億円増額された国の子ども・子育て政策の活用は１０００億円増額された国の子ども・子育て政策の活用は

こども・子育て政策の単独事業について

答　これまでの取組事業の継続と新規に「保育所等における
　　ＩＣＴ化推進事業」を予算計上させていただきます

議
員　

朝
日
町
と
し
て
大

変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ

と
は
、
例
え
ば
そ
の
中
の

重
要
な
も
の
を
数
点
あ
げ

る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
か
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
、

国
・
県
・
町
独
自
で
の
給

付
金
等
の
実
施
、
国
か
ら

発
出
さ
れ
た
感
染
症
対
策

の
基
本
的
対
処
方
針
な
ど

の
町
民
へ
の
普
及
啓
発
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
全
て

の
取
組
が
重
要
で
あ
り
、

大
変
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員　

ワ
ク
チ
ン
は
、
全

体
と
し
て
、
ど
れ
く
ら
い

朝
日
町
に
入
っ
て
き
て
お

り
、
ど
れ
く
ら
い
廃
棄
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

問
題
と
な
る
よ
う
な
副
反

応
の
事
例
は
何
件
く
ら
い

把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

ワ
ク
チ
ン
は
５
９

９
０
バ
イ
ア
ル
入
荷
し
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
期
限

切
れ
及
び
、
使
用
で
き
る

ワ
ク
チ
ン
の
変
更
な
ど
に

よ
り
１
１
６
４
バ
イ
ア
ル

を
廃
棄
し
ま
し
た
。
副
反

応
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

国
の
救
済
措
置
を
伴
う
事

例
が
、
１
件
あ
り
ま
し
た
。

議
員　

今
後
の
こ
ど
も
・

子
育
て
政
策
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

子
育
て
世
帯
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
必

要
な
施
策
を
効
果
的
に
実

施
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

議
員　

地
方
財
政
計
画
で

は
、
ハ
ー
ド
面
の
施
策
と

し
て
こ
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
債
が
創
設
さ
れ
ま

す
。
当
町
に
お
け
る
本
事

業
債
の
活
用
と
方
向
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

「
こ
ど
も
・
子
育

て
支
援
機
能
強
化
に
係
る

施
設
整
備
事
業
」
、
及
び

「
子
育
て
関
連
施
設
の
環

境
改
善
事
業
」
を
対
象
と

し
て
新
た
に
新
設
さ
れ
る

地
方
債
で
交
付
税
措
置
が

あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
活
用
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
予

定
し
て
い
ま
す
あ
さ
ひ
園

や
児
童
館
の
施
設
改
修
事

業
等
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮本　秀治 議員
みやもと　  しゅうじ

北村　登 議員
きたむら　  のぼる
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町 民 環 境 課

広報・町史編さん課

防 災 保 全 課

広報・町民課

庶務・町史編さん課

防 災 環 境 課

旧旧 新新
➡

本
会
議
・
委
員
会
Ｑ＆Ａ

【
内
容
】

　

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
、
ま
た
所
管

業
務
の
集
約
化
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め

に
行
政
組
織
の
見
直
し
を

行
う
も
の
。

　
　

所
管
課
長
が
何
ら
か
の
理

由
で
欠
け
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
課
の
業
務
を
割
り
振
っ
て
表

札
を
付
け
替
え
た
と
い
う
こ
と

か
。

　
　

町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
・
迅

速
に
対
応
す
る
と
同
時
に
業
務

の
集
約
化
に
よ
り
効
率
化
を
図

る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す
。

　
　

総
務
課
に
属
し
て
い
る
ほ

う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
庶
務
を

あ
え
て
町
史
編
さ
ん
課
と
併
せ

た
理
由
は
。

　
　

庁
舎
建
設
や
財
政
改
革
な

ど
の
重
要
業
務
が
集
積
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
外
的
な
業
務

を
切
り
離
し
、
所
管
業
務
に
特

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

朝
日
町
課
設
置
条
例
の

　
　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

【
内
容
】

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職

員
が
育
児
休
業
を
し
た
際
、

基
準
日
以
前
６
月
以
内
に

勤
務
し
た
期
間
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
勤
勉
手
当
を

支
給
で
き
る
よ
う
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

　
　

今
回
の
改
正
に
よ
り
正
規

職
員
に
準
ず
る
待
遇
に
な
る
と

い
う
こ
と
か
。

　
　

正
規
職
員
に
準
ず
る
内
容

に
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

朝
日
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　
　
　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

【
内
容
】

　

全
世
代
対
応
型
の
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
、
及
び
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
公
布
、

施
行
さ
れ
る
た
め
改
正
す

る
も
の
で
、
保
険
料
の
賦

課
限
度
額
の
引
き
上
げ
等
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。 　

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
賦

課
限
度
額
を
22
万
円
か
ら
24
万

円
に
引
き
上
げ
る
と
、
ど
れ
く

ら
い
の
人
数
が
引
き
上
げ
の
対

象
と
な
る
の
か
。

　
　

令
和
５
年
加
入
者
の
所
得

で
試
算
を
す
る
と
、
影
響
を
受

け
る
世
帯
は
20
世
帯
あ
り
ま
す
。

朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

【
内
容
】

　

町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
長
の
給
料
月
額
を
引
き

下
げ
る
こ
と
に
対
し
、
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
に
諮

問
し
た
と
こ
ろ
、
給
料
月

額
の
改
定
を
す
る
旨
の
答

申
を
得
た
こ
と
に
よ
り
改

正
す
る
も
の
。

　
　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ

は
、
ど
う
い
う
内
容
で
諮
問
し

た
の
か
。

　
　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長

の
令
和
６
年
度
以
降
の
給
与
を

町
長
は
87
万
７
千
円
を
77
万
８

千
円
に
、
副
町
長
は
64
万
５
千

円
を
62
万
３
千
円
に
、
教
育
長

は
57
万
１
千
円
を
56
万
４
千
円

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

朝
日
町
町
長
等
の
給
料
及
び
旅
費
に
関
す
る

　
　
　
　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

基　　準

５割軽減

２割軽減

被保険者数に乗ずる金額

29万円　→　29万５千円

53万５千円→54万５千円
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一般会計補
正予算

（第７号）

＜歳出補正の主な内容＞＜歳入補正の主な内容＞

町民税

固定資産税

保育所運営費本人負担金

障害児通所給付費負担金（国庫支出金）

新型コロナウイルスワクチン接種に

係る負担金及び補助金

児童手当国庫負担金

障害児通所給付費負担金（県支出金）

地域減災力強化推進補助金

三重県議会議員選挙委託金

ふるさと寄附金

庁舎建設基金繰入金

森林環境譲与税基金繰入金

社会福祉協議会委託事業精算金

あさひ園及び小中学校給食費収入

１・２級町道等維持修繕事業に係る

公共事業等債

▲300

300

454

752

▲1,778

▲1,218

376

▲300

▲224

150

▲208

▲111

222

▲482

▲460

万円

万円

万9千円

万1千円

万2千円

万円

万1千円

万円

万8千円

万円

万5千円

万4千円

万5千円

万9千円

万円

2,287

1,670

▲1,656

1,392

1,138

▲1,850

▲717

▲111

▲122

227

▲246

▲300

▲300

万8千円

万6千円

万5千円

万2千円

万1千円

万3千円

万7千円

万4千円

万1千円

万1千円

万1千円

万円

万円

財政調整基金積立金

減債基金積立金 

児童手当費

子ども医療費

介護保険特別会計繰出金

新型コロナウイルスワクチン

予防接種委託料

環境クリーンセンター負担金

林地台帳更新業務委託料 

木造住宅耐震補強助成事業補助金

常備消防事務委託料

避難所用非常用発電機設置工事

小中学校給食の賄材料費

事務機器賃借料

総額 49億6,142万9千円総額 49億6,142万9千円

新型コロナウイルスワクチン
予防接種委託料等 760万円 減額
新型コロナウイルスワクチン
予防接種委託料等 760万円 減額

　
　

総
務
費

　
　

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策

定
支
援
業
務
委
託
料
が
減
額
さ

れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
基

本
設
計
の
準
備
作
業
に
か
か
る

業
務
を
見
直
し
て
削
除
し
た
た

め
で
す
。

　
　

教
育
費

　
　

中
学
校
費
の
自
然
教
室
補

助
金
と
演
劇
鑑
賞
補
助
金
が
減

額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

自
然
教
室
で
は
、
今
回
行

き
先
を
変
更
し
た
こ
と
も
影
響

し
、
実
績
額
が
減
少
し
た
た
め

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

演
劇
鑑
賞
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
開
催
を
中
止
し
た

こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　
　

収
益
的
支
出
の
修
繕
費
と

し
て
４
０
０
万
円
が
増
額
計
上

さ
れ
て
い
る
事
由
は
。

　
　

１
月
末
に
予
算
残
額
が
ほ

ぼ
無
く
な
り
、
主
に
漏
水
等
の

緊
急
修
繕
及
び
不
測
の
事
態
に

備
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
　

収
益
的
収
入
の
流
域
下
水

道
余
剰
金
と
し
て
４
８
５
万
７

千
円
が
増
額
計
上
さ
れ
て
い
る

事
由
は
。

　
　

北
勢
沿
岸
流
域
下
水
道
の

令
和
４
年
度
維
持
管
理
に
要
し

た
経
費
負
担
の
精
算
に
伴
う
余

剰
金
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　

繰
越
明
許
費

　
　

地
域
防
災
計
画
修
正
事

業
と
し
て
繰
越
明
許
費
３
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
と
理
由
は
。

　
　

水
防
法
の
改
正
に
よ
り

三
重
県
で
作
ら
れ
た
高
潮
浸

水
想
定
区
域
に
朝
日
町
が
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
関
連

部
分
の
修
正
と
、
今
回
実
施

さ
れ
る
機
構
見
直
し
を
併
せ

て
反
映
さ
せ
て
改
正
す
る
た

め
で
す
。
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新年度予算「財政改革
元年」予算

　　　その
ポイントは

？

ポイント 67,845,000円

ポイント 8,768,000円

ポイント 15,000,000円

企業誘致奨励金企業誘致奨励金

スマート自治体構築事業

教育文化施設ビオトープ改修事業

　

ま
ず
１
点
目
は
、
企
業
誘
致

奨
励
金
で
す
。
６
７
８
４
万
５

千
円
計
上
し
大
幅
に
増
額
し
ま

し
た
。

　

長
年
推
進
し
て
き
た
埋
縄
川

原
地
区
で
の
企
業
誘
致
が
昨
年

８
月
に
実
現
し
、
大
型
物
流
セ

ン
タ
ー
が
操
業
を
開
始
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
操
業
開
始
が
、
今
後
の

町
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
ス
マ
ー
ト
自
治

体
構
築
事
業
と
し
て
、
新
規
に

８
７
６
万
８
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
Ａ
Ｉ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用

い
て
行
政
事
務
の
効
率
化
、
正

確
性
の
確
保
を
両
立
さ
せ
る
も

の
で
、
中
で
も
保
育
所
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
と
し
て
、
２

１
７
万
４
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ア
プ
リ
を
使

っ
て
保
護
者
か
ら
の
連
絡
や
園

か
ら
の
情
報
発
信
が
可
能
と
な

り
、
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
効
率
化
に
よ
り
、

職
員
が
園
児
に
関
わ
る
時
間
が

増
え
、
保
育
環
境
の
更
な
る
充

実
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
教
育
文
化
施
設

ビ
オ
ト
ー
プ
改
修
事
業
に
１
５

０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
み
え
森
と
緑

の
県
民
税
市
町
交
付
金
を
活
用

し
、
令
和
５
年
度
か
ら
着
手
し

て
お
り
ま
す
が
、
令
和
６
年
度

に
お
い
て
は
、
観
察
デ
ッ
キ
等

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
始
め
と
し
て
、
町
民
の
方
が

身
近
な
水
辺
空
間
を
楽
し
み
、

自
然
や
生
物
と
触
れ
合
う
機
会

が
創
出
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

▲埋縄川原地区開発時の様子

▲改修が進む教育文化施設調整池

　（財源内訳）
　県より　14,500,000円
　町より　　　500,000円

　（財源内訳）
　国より　3,271,000円
　町より　5,497,000円

令和６年度の予算で力を入れていきたい、
　　　　いわゆる目玉事業となるものを三つ挙げるとすれば。
令和６年度の予算で力を入れていきたい、
　　　　いわゆる目玉事業となるものを三つ挙げるとすれば。
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令和６年度予算 総額 45億5千万円45億5千万総額 45億5千万円45億5千万

　
　

自
治
区
補
助
金
を
減
額

す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
影

響
の
把
握
と
自
治
区
か
ら
は

了
承
を
得
て
い
る
の
か
。

　
　

町
と
し
て
の
考
え
、
具

体
的
に
は
補
助
金
を
10
％
削

減
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
、

自
治
区
長
会
に
お
い
て
要
請

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
、
特
に
反
対
と
い
う
意

見
も
な
く
、
協
力
も
や
む
な

し
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
毎
年
の
自
治
区
決

算
の
状
況
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
財
政
的
影
響
は

軽
微
で
は
な
い
か
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
よ
り
行
政
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、令
和
６
年
度
を
「
財
政
改
革
元
年
」
と
位

置
づ
け
、
昨
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」

を
意
識
し
た
予
算
編
成
を
行
い
、
収
支
見
通
し
の
抑
制
を
図
っ

た
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
議
会
定
例
会
で
は
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
中

身
に
つ
い
て
集
中
的
な
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
集
中
審
議

自
治
区
補
助
金
の

減
額
自
治
区
補
助
金
の

減
額

町
長
車
の
廃
止
に

つ
い
て

町
長
車
の
廃
止
に

つ
い
て

新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
委
託
料
等

の
減
額
に
つ
い
て

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
委
託
料
等

の
減
額
に
つ
い
て

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
委
託
料
と
社
会
福
祉

協
議
会
運
営
事
業
補
助
金
は
、

協
議
の
う
え
予
算
を
減
ら
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
い

う
内
容
で
減
ら
す
こ
と
が
で

き
た
の
か
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
が
独

自
事
業
と
し
て
実
施
す
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
光
熱

水
費
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
負
担
を
お
願
い

し
ま
し
た
。　

ま
た
、
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
土
地
建
物

使
用
料
に
対
す
る
補
助
を
取

り
や
め
、
納
め
て
い
た
だ
く

使
用
料
を
面
積
案
分
に
よ
り

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。　

　
　

委
託
料
に
あ
る
新
庁
舎

建
設
基
本
計
画
策
定
支
援
の

具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
行
っ

て
い
る
事
業
で
、
６
年
度
分

と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
新
庁
舎
建
設
候

補
地
の
決
定
や
、
新
庁
舎
の

備
え
る
べ
き
機
能
、配
置
、規

模
、
概
算
事
業
費
な
ど
、
今

後
の
基
本
設
計
に
反
映
す
べ

き
事
項
を
整
備
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

令
和
６
年
度
に
町
長
車

を
廃
止
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

公
用
車
の
や
り
く
り
に
影
響

は
出
な
い
の
か
。

　
　

町
長
車
は
６
月
21
日
の

リ
ー
ス
満
了
を
も
っ
て
廃
止

と
な
り
ま
す
。
以
降
は
、
職

員
も
使
用
す
る
公
用
車
を
使

用
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、

出
張
の
頻
度
が
多
い
町
長
が

使
用
す
る
と
な
る
と
、
若
干

の
影
響
は
出
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

歳出
　民生費

17億1,506万円
（37.7％）

農林産業費
5,850万円
（1.3％）

商工費
7,643万円
（1.7％）

衛生費
2億5,664万円
（5.6％）

総務費
6億4,563万円
（14.2％）

公債費
4億462万円
（8.9％）

消防費
1億5,013万円
（3.3％）

　教育費
7億3,959万円
（16.2％）

土木費
4億723万円
（8.9％）

議会費
8,454万円
（1.9％）

予備費
800万円
（0.2％）

災害復旧費
363万円
（0.1％）

町債
4,640万円
（1.1％）

その他
3億9,099万円
（8.6％）

県支出金
2億5,764万円
（5.7％）

町税
20億1604万円
（44.4％）

地方交付税
9億3,450万円
（20.5％）

国庫支出金　 
4億7,070万円
（10.4％） 歳入

地方消費税交付金
2億7,500万円
（5.9％）

繰入金
1億5,873万円
（3.5％）
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町長の行政報告

能
登
半
島
地
震

　
　

被
災
地
支
援
へ
の
職
員
派
遣

　

２
月
18
日
に
、
県
内
各
市
町

の
活
性
化
・
相
互
の
交
流
・
連

携
の
促
進
と
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ

意
識
の
高
揚
等
を
目
的
に
第
17

回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
は
、
議
員
の
方
々

を
は
じ
め
多
く
の
方
が
応
援
に

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
全

員
の
力
走
で
町
の
部
に
お
い
て

７
位
の
結
果
と
な
り
、
15
年
連

続
入
賞
す
る
好
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
や
監
督
な
ど

関
係
者
の
方
々
に
は
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

15
年
連
続
入
賞

　
美
し
国
三
重

市
町
対
抗
駅
伝

　

本
年
度
は
、
第
６
次
総
合
計

画
前
期
基
本
計
画
４
年
目
に
あ

た
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
よ
り
一
層
の
事
業
の
選

択
と
集
中
を
行
い
、
基
本
計
画

を
着
実
に
推
進
で
き
る
よ
う
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

朝
日
町
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

の
初
年
度
に
あ
た
り
、
「
財
政

改
革
元
年
予
算
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
具
体

的
な
取
組
事
項
を
反
映
さ
せ
た

「
予
算
要
求
基
準
」
に
基
づ
い

令
和
６
年
度　

一
般
会
計
予
算
総
額

　
　
　
　
　
　

45
億
５
０
０
０
万
円

た
予
算
編
成
を
行
い
、
財
政
調

整
基
金
の
取
崩
額
に
つ
い
て
は
、

プ
ラ
ン
の
収
支
見
通
し
の
と
お

り
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
民
本
位
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
や
学

童
保
育
所
運
営
補
助
事
業
な
ど
、

民
生
費
、
衛
生
費
及
び
教
育
費

に
係
る
経
費
は
、
約
27
億
円
を

計
上
し
、
予
算
総
額
の
約
60
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総

合
計
画
の
中
で
定
め
て
い
る
五 　

今
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援

と
し
て
、
朝
日
町
か
ら
も
三
重

県
大
隊
第
10
班
と
し
て
、
２
月

11
日
か
ら
17
日
ま
で
石
川
県
輪

島
市
に
１
名
の
職
員
を
派
遣
し
、

避
難
所
運
営
支
援
に
従
事
し
ま

し
た
。

　

被
災
地
は
復
旧
復
興
に
向
け

て
、
ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
す
る

た
め
、
引
き
続
き
の
被
災
地
支

援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

朝
日
町
か
ら
の
第
２
班
と
し
て
、

３
月
26
日
か
ら
４
月
１
日
ま
で

三
重
県
大
隊
第
21
班
と
し
て
、

職
員
２
名
の
派
遣
を
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
従
事
し
た
経
験
を
朝
日

町
職
員
と
し
て
、
今
後
の
災
害

対
応
業
務
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

つ
の
基
本
目
標
推
進
の
た
め
、

本
年
度
の
実
施
計
画
事
業
と
し

て
２
億
６
７
１
６
万
９
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
取
組
を
着
実

に
実
行
す
る
こ
と
で
、
財
政
調

整
基
金
の
取
崩
額
の
抑
制
を
図

り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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町
長
の
行
政
報
告
に
対
す
る
質
問

議
員　

朝
日
町
で
は
災
害
が
起

き
た
時
に
指
定
避
難
所
だ
け
で

は
と
て
も
足
り
な
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。
自
治
体
と
指
定
避
難

所
と
自
主
避
難
所
と
の
関
係
性

（
統
制
、
意
思
疎
通
、
支
援
物

資
の
配
達)

な
ど
参
考
に
な
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

町
長　

輪
島
市
で
は
、
多
数
点

在
す
る
小
さ
な
避
難
所
や
自
主

避
難
所
の
避
難
者
と
の
意
思
疎

通
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
「
大

き
な
指
定
避
難
所
へ
の
集
約
」

の
検
討
を
開
始
し
た
よ
う
で
す

が
、
自
主
避
難
所
等
の
避
難
者

は
、
「
す
で
に
出
来
上
が
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
」
こ
と

や
「
新
た
な
避
難
所
に
新
入
り

で
入
り
た
く
な
い
」
等
の
理
由

か
ら
、
新
た
な
避
難
所
へ
の
集

約
が
進
ん
で
い
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
当
町
と
し
て
は
「
既

存
の
防
災
関
連
計
画
の
内
容
確

認
」
と
今
後
予
想
さ
れ
る
災
害

に
備
え
て
「
避
難
所
運
営
方
式

と
避
難
者
受
入
体
制
」
の
検
討

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

議
員　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
朝
日
町
の
考
え
方

は
。

町
長　

「
朝
日
町
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
に
お
い
て
、
町
民
参
加

の
一
つ
の
方
法
と
し
て
規
定
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
広
く
町
民
か
ら
意

見
を
募
り
、
町
政
へ
の
参
画
を

推
進
し
、
そ
の
意
見
を
考
慮
す

る
こ
と
で
行
政
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
を
活
用
し
た
、
財
政
説
明

を
す
る
機
会
な
ど
を
設
け
て
は
。

町
長　

完
成
し
た
「
朝
日
町
財

政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
つ
い

て
は
、
広
報
あ
さ
ひ
４
月
号
及

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

財
政
説
明
を
す
る
機
会
に
つ
い

て
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
含
め
広
報
媒
体
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
い
ま
す

指定避難所ではなく自主避難所が多いと伺ったが現状は指定避難所ではなく自主避難所が多いと伺ったが現状は

能登半島地震被災地支援での避難所運営について

答　公設の避難所運営に従事していましたので、
　　　　　　　　　　詳細な情報は持っていません

𠮷田　悠 議員
よし だ　　  ゆう

北村　登 議員
きたむら　  のぼる

町民の方々とのさらなる情報や課題の共有を町民の方々とのさらなる情報や課題の共有を

朝日町財政改革推進プランについて

答　今後、「朝日町財政改革推進プラン」の進捗状況に
　　ついては、情報発信を行い、町民との情報共有に努めます
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議案番号 結果議　　　　　案　　　　　名

　令和６年第１回定例会は、３月１日に開会し、人事案件、条例制定・改正、補正予算、令和６年度予算等
が上程され３月15日に閉会しました。その審議結果をお知らせします。
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朝日町町道路線の認定について

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案

朝日町課設置条例の一部を改正する条例案

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号

の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例案

朝日町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案

朝日町町長等の給料及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案

朝日町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案

朝日町国民健康保険条例の一部を改正する条例案

朝日町介護保険条例の一部を改正する条例案

朝日町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例案

朝日町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業の

人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例案

朝日町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例案

朝日町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例案

朝日町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案

令和５年度朝日町一般会計補正予算（第７号）

令和５年度朝日町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和５年度朝日町介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和５年度朝日町墓地公園特別会計補正予算（第２号）

令和５年度朝日町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和５年度朝日町水道事業会計補正予算（第４号）

令和５年度朝日町下水道事業会計補正予算（第４号）

令和６年度朝日町一般会計予算

令和６年度朝日町国民健康保険特別会計予算

令和６年度朝日町介護保険特別会計予算

令和６年度朝日町墓地公園特別会計予算

令和６年度朝日町後期高齢者医療特別会計予算

令和６年度朝日町水道事業会計予算

令和６年度朝日町下水道事業会計予算

三重地方税管理回収機構規約の変更に関する協議について

朝日町公平委員会委員の選任について

朝日町人権擁護委員の推薦について

朝日町副町長の選任について

議案第３号
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議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号
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議案第２８号

議案第２９号

議案第３０号

議案第３１号

議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

公平委員会委員に矢野晶久氏、伊藤渉氏、栗田ゆかり氏

人権擁護委員に荒木智哉氏

朝日町副町長に荒木敏之氏
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海東英郎さん

M.Kさん

M.Kさん

Y.Kさん

モニターAさん

モニターBさん

表紙から中身から裏表紙に全て「古さ」を感じ
る。「何月号の表紙が良かった」と町民から声
が聞けるくらいの「変化」が欲しい。

「Vol.」や「CONTENTS」を日本語表記の
ほうが幅広い世代の人が読みやすい。

CONTENTS…ページ数に「P.」を加えた
ほうがわかりやすい。

議員さんの似顔絵のイラストは、似ている
し親しみやすく良いと思う。もっと多用し
ては。

写真やイラストは小さくてよい。余白が多す
ぎても見にくいので文字の大きさをもっと大
きくしてほしい。

興味がない方でも読んでもらいやすいよう、
文字をもっと大きくしてよいのでは。

議会だより193号

　「朝日町議会だより」に関する町民の皆様のご意見をいただき、紙面改善に活用する
ため、「議会だよりモニター」を募集し、現在10名のモニターに議会だよりに関するア
ンケートにご協力いただいています。
　今回、モニターの皆さんに193号（令和６年１月発行）をご覧いただき、たくさんのご
意見をいただきましたので、一部をご紹介します。

議会だよ
り

　　モニ
ターの議会だよ
り

　　モニ
ターの声声

貴重なご意見ありがとうございました。
今後もいただいたご意見を議会広報特別委員会で検討し、
紙面改善に活用させていただきます。

魅力的な表紙にする
ために改善を図りま
す。

好評いただきありが
とうございます。今
後も紙面のあちこち
に登場します。お楽
しみに。

読みやすくなるよう
工夫していきます。
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本会議は30人、委員会は10人まで傍聴いただけます。

月　日 曜日 開会時間 区 分 摘　　　　　要

６月３日

６月５日

６月６日

６月13日

月

水

木

木

本会議

委員会

委員会

本会議

９：00

９：00

９：00

９：00

行政報告・一般質問・
提案説明・質疑

総務建設常任委員会

民生教育常任委員会

委員長報告・質疑・
討論・採決

被災地へ義援金

都合により変更になる場合があります。
詳しくは、議会事務局までお問合せください。

議会事務局  TEL 059-377-5656議会事務局  TEL 059-377-5656

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
令和６年　第2回定例会の予定

　２月２０日、川
越町庁舎において

三重郡

議会議員研修会が
開催されました。

　三重郡（川越町
、菰野町、朝日町

）内の

議会議員を対象に
毎年開催されてお

り、今

回は全国町村議会
議長会事務局次長

の三宅

達也氏を迎え、「
最近の町村議会を

めぐる

動向」の内容で研
修を行いました。

　令和６年能登半島地震で被災された方々を支援するため、朝日町議会議員全員から募った義
援金（２０万円）を、朝日町議会として石川県町村議会議長会を通じてお送りしました。

ー  議員研修レ
ポート  ー

三重郡議会議議
員研修会三重郡議会議議
員研修会

朝日町在住の未就学児さんと保護者
さんならどなたでも参加できます。
しかも、予約不要・無料です。
月～金　9：30～11：30（入退出自由）
詳しくは朝日町子育て支援センター
（あさひ園）まで  ℡ 059-377-5671

表紙の写
真より

のご紹介ふれあい広場ふれあい広場
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